
第２回厚木市観光振興推進委員会次第 

 

日時 平成29年10月13日（金） 

午後２時から 

場所 厚木市役所第二庁舎 15階 

農業委員会会議室 

 

 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

 

３ 案  件 

(1) 平成29年度事業について       ・・・資料１-１、１-２ 

 

(2) 平成30年度事業について            ・・・資料２ 

 

(3) 観光振興に係る意見交換について  

 

 

 

４ そ の 他 

(1) 観光モニターツアーの実施について 

  ア 日時 平成29年11月８日（水）午前９時から午後４時頃まで 

       出発 本厚木駅南口 第一伊藤ビル前 午前９時  

イ 行程 別添のとおり 

 

 

 

５ 閉  会 



資料1-1

№ 実施期日 事業名 予算額（円） 事業概要 事業結果

1
４月１日（土）
～９日（日）

あつぎ飯山桜まつり
3,000,000
（委託料）

　桜については、まつり直前
に開花が始まり、4月の第2週
に満開を迎えたが、期間中の
土、日曜日のうち三日間が雨
天となり、一部実施できない
催しもあった。また、来場者
についても、雨天の影響によ
り昨年の43,000人から10,000
人減少した。

・来場者数
　33,000人

・観客消費額
　約５千万円

2
５月17日（水）
～３月７日（水）
のうち９日間

健康づくり大学
500,000
（補助金）

　年間9回開催予定のうち、4
回開催した。梅雨と台風シー
ズンであるが雨天による中止
もなく、申込者、参加者ともに
昨年を大きく上回っており、
事業の充実さを裏付ける結
果を得ている。

【参考】Ｈ28年（7回開催）
・申込者　77人
・参加者　68人
※雨天による中止は2回

４回実施

・申込者　72人
・参加者　60人

3
４月12日（水）
～３月22日（木）
のうち20日間

森林セラピー体験
200,000
（補助金）

　年間20回開催予定のうち、
7回開催した。昨年のこの時
期は5回の雨天中止があった
が、今年度は1回であり、昨
年に比べ順調に事業を開催
できている。引き続き広報を
充実し、多くの参加者を募り
たい。

【参考】Ｈ28年（14回開催）
・申込者　316人
・参加者　210人
※雨天による中止は6回

７回実施

・申込者　122人
・参加者　80人

4
８月５日（土）
～６日（日）

あつぎ鮎まつり
61,000,000
（委託料）

　まつりの最大の目玉である
花火については、昨年から協
賛団体が2団体増えたことか
ら全体30枠の構成で実施し、
盛大な花火大会となった。ま
た、新たな試みとして、シ
ティーセールスブースの設置
や鮎まつりＷＥＥＫなど8つの
新規事業を展開し、イベント
の活性化を図った。来場者
についても、昨年の700,000
人から5,000人増加した。

・来場者数
　705,000人

・観客消費額
　約11億円

平成29年度事業の実施状況について
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平成29年度事業の実施予定について（新規事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 宿泊施設受入環境整備事業 

（１）目  的 

インバウンドにおいて、ビザ要件の緩和やアジア諸国の観光需要の高まり、更

に東京オリンピック・パラリンピックの開催決定に伴う内需喚起の高まりを受け

て、平成25年に初めて訪日旅行客が1,000万人を超え、平成28年には２倍以上の

2,400万人に到達するなど、非常に大きな動きを見せている状況です。 

こうした中、観光先進国の実現に向けて、政府一丸、官民一体となった取組  

が進められており、本市としても地域経済活性化の好機と捉え、受入環境の整備

促進を目的に事業展開を図るものです。 

（２）事業内容 

平成28年度に改定した観光振興計画において、五つの重点的視点として「外国

人観光客受入体制の強化」とそれに伴う「宿泊施設の受入体制の整備」を掲げて

おりますが、訪日外国人旅行客も含めた受入環境整備を充実するため、温泉旅館

やホテルなど、観光産業に従事する方々を対象に、施設経営の在り方やおもてな

しに関する研修を実施します。内容や回数等については、現在検討中。 

（３）予  算 

  ５００,０００円 

（４）実施時期 

   ２月 

資料 1-2 

１ 宿泊施設受入環境整備事業 

２ 新たな観光ルート創出事業 

３ 大山～七沢・飯山地区における回遊性促進の実証実験 

４ 体験型観光モニターツアー 

５ 自転車ラック設置事業 

６ 「おおやまめぐりルート」回遊促進事業（平成大山講事業） 
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２ 新たな観光ルート創出事業 

（１）目  的 

県内において、圏央道が常磐自動車道まで開通したことにより、北関東方面が

新たに集客エリアに加わったこと、また、ラグビーワールドカップ2019及び東京

2020オリンピック・パラリンピック協議大会の開催を控え、今後多くの旅行者の

来県が期待される状況にあります。 

今後、本市への誘客を図る取組として、新たな観光ルートを創出することが求

められています。 

（２）事業内容 

本市ならではの体験型コンテンツを中心とした着地型ツアーを、（一社）厚木

市観光協会及び旅行会社の協力を得ながら企画、商品化、広告・宣伝することに

より本市への誘客を図ります。 

（３）予   算 

  １,０００,０００円 

（４）実施時期 

   1月～３月 

 

イメージ 

本厚木駅又は都内発着 

市内体験型観光コンテンツ 

（例：夢未市、味覚狩り、相模里神楽体験、ハイキング、ガラス工芸な

ど） 

近隣観光資源（広域連携） 

（例：大山、宮ケ瀬ダム、八菅山など） 

温泉入浴、食事 

本厚木駅又は都内発着 
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３ 大山～七沢・飯山地区における回遊性促進の実証実験 

（１）目  的 

大山に訪れた多くのハイカーに様々な選択肢（下山ルート）があることを示し、

その中の一つとして、本市の七沢・飯山地区へ訪れていただくルートと二つの温

泉郷を紹介し、本市への誘客を図ります。 

更に、大山エリアにおける回遊性促進を目的にアンケート調査を行い、課題の

抽出及び来訪者のニーズを把握します。 

（２）事業内容 

  ア 大山から七沢地区へのルート情報の発信、インセンティブ付与 

    大山登山口で「大山ハイカーズガイド」を配布し、大山山頂から七沢へ至る

ルートの情報周知を図ります。また、大山山頂や駐車場等において、アンケー

ト調査を実施するとともに、厚木の温泉入浴無料券を配布し、厚木側への回遊

を誘引します。 

イ 移送車両の運行 

    大山から伊勢原市日向方面へ下山したハイカーを七沢・飯山地区へ回遊する

手段として車両を運行し、ハイカーを移送する。併せて、前段のアンケート調

査を分析し、大山方面から七沢・飯山地区への移送車両に関するニーズについ

て把握する。 

（３）予  算 

１,４５０,０００円 

（４）実施期日 

   11月23日（木）・24日（金） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ルート情報を発信し大山山頂から七沢への下山を誘引 

※温泉入浴券を配布し、厚木側への回遊を誘引 

②東丹沢七沢温泉郷 ① 発地（大山日向方面） 

 Ｐ 
移送車両運行 

イメージ 

♨ 

登山者 

登山ルート 

 Ｐ 

③飯山温泉郷 

 Ｐ ♨ 
移送車両運行 
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４ 観光資源体験モニターツアー 

（１）目  的 

厚木市が平成30年度以降の観光施策の企画・立案の参考とするため、（一社）

厚木市観光協会に委託し観光モニターツアーを実施します。 

（２）事業内容 

厚木市の都市型農業や地場産野菜の地産地消を観光資源としてとらえ、調理・

試食を組み合わせた内容、及び広域観光の視点から、厚木市に隣接する地域の観

光資源を組み合わせた内容で実施します。 

（３）予  算 

  ３００,０００円 

（４）実施期日 

   １１月８日（水） 
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５ 自転車ラック設置事業 

（１） 目  的 

厚木市には、世界的な自転車メーカー「スペシャライズド」やオーダーメー

ド自転車の「山音（やまおと）製輪所」、新興ロードバイクメーカーの「ウォ

ークライド」といった、名だたる自転車メーカーが本社や工房を構えています。 

また、近隣には宮ケ瀬湖やヤビツ峠など関東屈指のサイクルスポットも点在

することから、サイクリストをターゲットとした観光振興に大きなポテンシャ

ルを有しています。 

ついては、休憩地点となる市内コンビニや温泉旅館にバイクラックを設置す

ることにより、厚木市のサイクリストに対するおもてなしの姿勢について情報

発信するものです。 

（２）事業内容 

市内25か所を目途にバイクラックを設置します。併せてアンケート調査を行い、

事業効果を検証します。 

（３）予  算 

５００,０００円 

（４）実施時期 

   11月～２月 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

あつぎの温泉を起点として、関東屈指のヒ

ルクライムコース「ヤビツ峠」を経て大山を一

周する約 60 ㎞のコース。 

 大きな楕円の周回をトレース出来ることか

ら、「宮ケ瀬・中津オーバル」とともに「あつぎ

グレートオーバル」として推奨している。 

あつぎ大山グレートオーバル 
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６ 「おおやまめぐりルート」回遊促進事業（平成大山講事業） 

（１）目  的 

平成大山講プロジェクト（厚木市、伊勢原市、秦野市３市域連携事業）として

平成26年度から推奨している、観光客が安心して楽しめる広域ハイキングルート

「おおやまめぐりルート」について、これまでの取組をさらに進め、「おおやまめ

ぐり」による地域の新たな活力に結び付ける仕組みづくりを目指すものです。 

（２）実施内容 

ア（仮称）スマホアプリで大山めぐり 

地域の若い世代に企画段階から関わってもらい、活用していただけるアプリ

を制作（平成30年度）するためのアイデアについて検討する。 

イ（仮称）OYAMA Free-Charge 

 Wi-Fi 環境を使って、大山観光を楽しんでいただくことができるよう、スマ

ホ充電用のコンセントを購入するとともに、ステッカーを制作し、観光事業者

に配布することで、地域全体で観光客を迎えているというイメージアップにつ

なげる。 

（３）予  算 

２,３８０,０００円（３市予算 ７,１４０,０００円） 

（４）実施時期 

    11月～３月 

 

 

 

 

 

 



平成30年度厚木市産業振興部観光振興課　概算要求事業一覧（平成29年８月末現在）

H29（参考）

予算額（千円）

観光協会補助金

観光協会補助金

H29（参考）

予算額（千円）

観光振興条例推進事業費

観光振興条例推進事業費

H29（参考）

予算額（千円）

観光行事推進事業費

あつぎ鮎まつり開催事業費

観光行事推進事業費

あつぎ飯山桜まつり開催事業費

観光行事推進事業費

地域観光まつり事業補助金

観光資源活性化事業費

花の里創出事業費

観光資源活性化事業費

地域活性化推進事業補助金

柱
施策の
方向

事業
（上段：親事業

      下段：子事業）

事業
（上段：親事業

      下段：子事業）
事業内容

厚木市観光振興条例第９条（魅力ある観光地の形成）

No. 戦略 柱

厚木市観光振興条例第６条（観光関係団体の役割）

事業
（上段：親事業

      下段：子事業）
事業内容

1

事業内容

厚木市観光振興条例第８条（基本計画）

No. 戦略

施策の
方向

2

5 第一

1

（１）

（１）

（１）

（１）

１

４

第一

第二

第72回あつぎ鮎まつり
平成30年8月4日（土）・5日（日）（予定）
あつぎ鮎まつり大花火大会、ダンスレジェンド、鮎つかみど
り、民踊おどり、中央公園ステージほか

　当市の代表的な観光地として市民や県内外の方々に
親しまれている飯山白山森林公園桜の広場を中心に、
桜の開花期に「あつぎ飯山桜まつり」を開催し、地域
観光の振興と親しまれる観光地づくりに努める。

　各地域のまつりへの観光客の誘致拡大を通じ、まつ
りの充実と活性化により地域観光の振興を図る。

　厚木観光桜まつり、あつぎ飯山あやめ祭り、あつぎ飯山秋
の花まつり、あつぎ七沢森のまつりについて、補助金支出事
務を通じてまつりを支援する。

　花の里山づくりや名所づくりを行い、地域資源を利
用した地域の活性化を推進する。

第一

第二

１

４
1

　本市最大のイベントである「あつぎ鮎まつり」を８
月の第一土曜及び日曜日に開催する。市民参加型の催
し物を取り入れる等、より一層内容の充実を図る。

4

戦略 柱
施策の
方向

（１）

（１）

第一

第二

3

第一 （２）

　飯山及び七沢の地域活性化を目的に、地域活性化団体へ補
助金を交付し、新たな観光資源の創出を図る。

第54回あつぎ飯山桜まつり
平成30年3月31日（土）～4月8日（日）（予定）
飯山白龍太鼓、白龍の舞、桜輿、飯山花音頭、ダンスコンテ
スト、あつぎ太鼓まつり、トレイルランニング大会ほか

27,251

334

61,000

3,000

600

Ｈ30実施計画

Ｈ30実施計画

　四季折々の花を観光資源の一つとして位置付け、入込観光
客の増加を図るため、花の種や苗を中心に地域活動団体へ支
給する。

（２）
　飯山・七沢地区の地域活性化を目的に、新たな観光
資源を創出を図るため、地域活性化団体へ補助金を交
付し、活動を支援する。

1 第二 4 （１）

1

　首都圏近郊に位置し、自然に恵まれ、温泉等の観光
資源が豊かな本市の優位性と特性を生かしながら、各
種誘客事業や調査研究事業を展開するとともに関係団
体と協力し、観光情報の提供や観光ＰＲに積極的に取
り組み、本市の観光振興の促進に努める。

　本市観光振興の推進主体である（一社）厚木市観光協会に
対し補助金の交付を通じて、観光関連団体や事業者との連携
を図るとともに、観光情報の発信に努めるなど、本市の観光
産業の振興を推進する。

１

４

第二 5 （３）
　厚木市観光振興条例の運用の点検や条例に定める基
本計画の進捗管理等を実施する。

No. Ｈ30実施計画

　厚木市観光振興推進委員会において、条例の運用状況や条
例に定める基本計画の推進について検討を行う。

532

500

資料２

1



H29（参考）

予算額（千円）

観光施設維持管理事業費

観光施設維持管理事業費

観光施設維持補修事業費

観光施設維持補修事業費

飯山地区観光拠点整備事業費

観光事務経費

シティセールス推進事業費

食ブランド推進事業費

フィルム･コミッション事業費

フィルム･コミッション事業費

事業内容
事業

（上段：親事業
      下段：子事業）

七沢地区観光拠点整備事業費

厚木市観光振興条例第10条（地域の特性をいかした観光地の形成）

１
３
６
７

（１）
（４）
（１）
（１）

No.
施策の
方向

Ｈ30実施計画

3 第一 1 （２）

戦略

　地域の観光事業者である飯山観光協会と協議し、飯山庫裡
橋に設置の観光歓迎塔及びハイキングコースの整備を進め
る。

  多くの観光資源を抱える七沢地区において、魅力あ
る観光地づくりを推進するため、地域の観光資源の整
備を進める。

　ハイキングコースの整備清掃、観光トイレの清掃、
飯山小動物園の管理、七沢観光案内所の維持管理、観
光歓迎塔等の観光施設の維持管理。

　東丹沢七沢観光案内所の外壁改修工事や観光トイレ及び七
沢・飯山地区以外のハイキングコースの整備・維持補修を行
う。

第一 1 （２）

飯山地区観光拠点整備事業費

　地域の観光事業者である七沢観光協会と協議し、ハイキン
グコース等の整備を進める。

１

６

７

　観光トイレ及び七沢・飯山地区以外のハイキングコ
－スの維持補修を行う。

　ハイキングコースの整備清掃、観光トイレの清掃、飯山小
動物園の管理、七沢観光案内所の維持管理、観光歓迎塔等の
観光施設の維持管理等を行う。

柱

1
七沢地区観光拠点整備事業費

第一
第一
第三
第三

　多くの観光資源を抱える飯山地区において、魅力あ
る観光地づくりを推進するため、地域の観光資源の整
備を進める。

5
　入込観光客調査を行うとともに、観光関係団体への
負担金の支出を通じ、本市の観光振興の推進を図る。

（３）

（１）

2

4

6 （４）

　映画やドラマの撮影を支援・誘致することにより、
シティ・セールスの推進を図るとともに、市民エキス
トラを登録・紹介することにより、市民参加による地
域振興等を図る。

　ロケ地使用についての相談窓口となるとともに、ロケ地管
理者へ正確・迅速に引継ぎ、撮影の利便を図る。また、必要
に応じて、ロケハンやロケ立会いを行う。市民エキストラの
登録更新を行うとともに、エキストラの募集に際し登録者に
対し情報提供する。

第一 3

第一

第三

第三

（２）

（１）

（１）

第一

第二

第三

２

５

７

7 第二 5 （２）

　あつぎ食ブランド選定委員会を開催し、ＯＥＣフードの認
定及び更新を行う。

　入込観光客調査を実施する。県観光協会や丹沢大山各協議
会等の会員として、魅力ある観光地の様々な宣伝・紹介をす
ることにより観光客の誘致を図る。また、平成大山講プロ
ジェクトとして観光アプリの制作や観光客のための携帯電話
用充電コンセントを整備する。

観光事務経費

　本市の魅力となる優れた食を「あつぎ食ブランド」
として認定し、市内外に積極的に情報発信するなど、
シティセールスのツールとして効果的に活用すること
により、本市の知名度の向上やイメージアップを図
る。

1,000

9,674

5,288

2,500

3,440

320

0

2



H29（参考）

予算額（千円）

健康づくり村推進事業費

健康づくり村推進事業補助金

インバウンド推進事業費

宿泊施設受入環境整備事業補助金

インバウンド推進事業費

新たな観光ルート創出事業費

H29（参考）

予算額（千円）

観光案内事業費

観光案内事業費

観光宣伝事業費

観光宣伝事業費

観光情報発信事業費

事業
（上段：親事業

      下段：子事業）
事業内容 Ｈ30実施計画

厚木市観光振興条例第16条（新たな観光旅行の分野の開拓）

No. 戦略 柱
施策の
方向

　厚木の特色ある里山、豊かな自然環境を有効に活用
した健康づくりがテーマの体験学習など健康づくり推
進事業の実施団体に対して補助金を交付し、活動を支
援する。

　飯山・七沢地区の温泉郷を利用した健康づくり大学の開
催、森林セラピー基地のPR、森林セラピーツアーの実施等の
体験学習プログラムを充実、実施する。

No. 戦略

1

柱
施策の
方向

Ｈ30実施計画

シティセールス推進事業費
　本市の魅力となる地域資源や特性などを市内外へ効
果的に情報発信するとともに、市民協働によるシティ
セールスの取組を推進する。

シティセールス推進事業費

2
　観光地の案内業務、宿泊施設の紹介宣伝等を実施
し、観光客へのサービスの向上と誘客拡大に努める。

（１）

（３）

　本厚木駅案内所及び東丹沢七沢観光案内所において、観光
地、観光施設（公共施設等の案内を含む。）の紹介、旅館、
ホテル等宿泊施設の紹介、観光みやげ品、観光特産品等の紹
介、その他誘客の拡大を図るための観光案内を行う。

第一

第一

３

３

事業
（上段：親事業

      下段：子事業）
事業内容

（４）

（１）

3
　本市の有する豊かな自然や温泉など、魅力的な観光
資源について、イベントを通じて広く紹介・宣伝する
ことにより、本市への誘客を図る。

　アウトドアメーカーや自転車メーカーと連携したアウトド
ア関連のイベントの実施を通じ、多くの人々に本市の魅力的
な観光資源についてＰＲを行う。実施時期は未定。観光資源体験事業費

第一

第二

第三

３

４

７

（４）

（３）

（３）

（１）

4
　本市の観光情報を広く紹介宣伝し、観光客の誘致拡
大を図るとともに、ターゲットを絞った効果的な情報
発信の取組を進める。

　「厚木大山ハイカーズガイド」及び観光パンフレットの改
訂及び増刷を行うとともに、高速道路S.Aに設置する。また、
ホテルに宿泊するビジネス客をメインターゲットとした観光
パンフレット（日本語版・英語版）作成する。

第一

第三

３

６

1

（1）
　宿泊施設の稼働率向上のため、観光事業者を対象と
した事業（研修会等）を実施し、本市観光の振興を図
る。

　市内ホテル及び温泉旅館等の観光事業者を対象に、付加価
値をもたらすため事業を実施する。内容は未定。

第一 1

3 第三 7 （1）

2 第三 7

第一
第一
第一
第一
第一
第三

１
３
３
３
３
６

（１）
（１）
（２）
（３）
（４）
（３）

　本市ならではの体験型コンテンツを中心とした着地型ツ
アーを（一社）厚木市協会及び旅行会社の協力を得ながら企
画、商品化する。なお、将来的には旅行会社主催のツアーと
なるよう旅行会社に働きかける。また、外国人ビジネス客を
対象としたモニターツアーを実施し、外国人のニーズについ
て調査する。

　本市への誘客を図るための着地型ツアーを（一社）
厚木市協会及び旅行会社の協力を得ながら企画、商品
化することにより、本市の観光振興の推進を興を図
る。

　マスコットキャラクターあゆコロちゃんを積極的に活用
し、豊かな自然や温泉などの豊富な観光資源などの魅力を市
内外に効果的に発信する。更に、本市の魅力的な食である
「あつぎ食ブランド」について、広く効果的に情報発信す
る。

厚木市観光振興条例第17条（観光情報に関する広報宣伝等）

1,000

4,794

5,653

2,250

3,167

700

500

3


